
琵琶湖のコイヘルペスウイルス（ＫＨＶ）の現状

[要約]平成16年のＫＨＶ病によるコイの大量斃死後、琵琶湖のコイのＫＨＶに対する抗

体価を測定した結果、体長40cm未満の87.9％が抗体を獲得しておらず、ＫＨＶに感染し

ていないと考えられた。一方、体長40cm以上のコイの80.8％は抗体を獲得しており、こ

れらは、平成16年の大量斃死の際にＫＨＶに感染し、生き残った個体であると考えられ

た。平成17年秋には琵琶湖でＫＨＶ病が再発した。これらのコイの約７割が体長40cm未

満であり、ＫＨＶに感染履歴のないコイがＫＨＶ病を発症したと考えられた。
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[背景・ねらい]

平成16年春、琵琶湖でコイヘルペスウィルス（以下ＫＨＶ）病が発生し、4月～7月にか

けてコイの大量斃死が起こった。その後、コイの斃死は確認されなくなった。しかし、

平成17年10月～11月にかけて、琵琶湖および琵琶湖周辺の7地点でＫＨＶ病の発生が確認

された。そこで、琵琶湖のコイのＫＨＶに対する抗体価を測定し、この原因を検討した。

[成果の内容・特徴]

①平成16年7月28日～平成17年7月8日にかけて琵琶湖および周辺内湖で採集されたコイ251

尾のＫＨＶに対する抗体価をELISA法で測定した※。その結果、大型のコイは抗体価が高

く、小型のコイは抗体価が低い傾向が見られ、体長40cmを境に抗体価の高い群と低い群

に分けられるようであった。

②琵琶湖沖合（水深30～60ｍ）の地点で採集されたコイは1尾を除き全てが体長40cm未満

の小型コイであり、抗体価の低い個体が大部分を占めていた。

③平成16年のＫＨＶ病発生の際に斃死回収されたコイの大部分が大型であったことから、

大型コイはＫＨＶに感染し、生き残った個体は抗体を獲得し、小型コイはＫＨＶに感染

せず、そのため抗体を獲得していないと考えられた。

④抗体価は標準として使用しているＫＨＶに感染履歴のあるコイの血清の値を1とした

ときの相対値であり、感染履歴のない個体でも0.3程度までの値をとりうるため、0.4以

上をＫＨＶに対する抗体を持つ（抗体陽性）と判定した。

⑤体長40cm未満を「小型コイ」、体長40cm以上を「大型コイ」に分けた場合、琵琶湖で採

集された大型コイの80.8％が抗体陽性であったが、小型コイでは12.1％が抗体陽性にす

ぎなかった。また、内湖は琵琶湖に比べて抗体陽性のコイの割合が高かった。

⑥平成16年9月から平成17年9月の間に琵琶湖でＫＨＶ病の発生は確認されなかった。しか

し、平成17年10月～11月に琵琶湖および琵琶湖周辺7地点でＫＨＶ病の発生が確認され

た。各地点で斃死し回収されたコイの約７割を体長40cm未満の個体が占めており、これ

らはＫＨＶ抗体を持たないコイであったと思われた。

[成果の活用面・留意点]

琵琶湖には、ＫＨＶが常在し、ＫＨＶ病を経験していないコイが多数生息することから、

今後、ＫＨＶ病が発生する可能性がある。

※：抗体価測定は、養殖研究所 病害防除部 三輪 理 氏により実施して頂いた。
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図１．琵琶湖および内湖のコイの体長と抗体価の関係
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図２．琵琶湖および内湖のコイの体長別抗体獲得割合
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図２．琵琶湖および内湖のコイの体長別抗体獲得割合
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図３．平成17年に琵琶湖でＫＨＶにより斃死したコイの体長組成
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